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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 

 

総括 

令和５年度重点目標 達成計画・取組方法 

 【教育理念】 

医の東西を問わず豊かな知識と技術

を備え、全人的医療を施すことのでき

る医療人を育成すること。 

 

【教育目標】 

全人的医療を施すことができる医療

人を育成するために、卒前・卒後を一

貫した教育体系として捉え、教育施設

並びに附設する医療施設を有機的に活

用しながら、東西医療への理解を深め

ると同時に医療実践能力を修得する完

結的教育を施していく。また、知識・

技術の修得と併せて人格形成の教育に

も力を注いでいくことを本校の教育目

標とする。 

令和 4 年度の重点目標や課題の取組状況を踏まえ

て、令和 5 年度の重点目標として次の 3点を掲げる

こととした。 

【１】学校評価及び第三者機関による卒業生・入学

生アンケートの分析結果を活用した学校改善活動

を行う。 

●学校評価（自己評価及び学校関係者評価）におけ

る課題について改善方針を立てて実行する。 

●第三者機関によるアンケート調査（令和 4年度卒

業生及び令和 5 年度入学生対象）の分析結果の共有

を図り、学生（卒業生・入学生）の視点で課題を把

握したうえで、改善方針を立てて実行する。  

【２】主体的参加型授業を積極的に取り入れ、学習

到達目標の達成を促す質の高い授業を展開する体

制を整える。 

●令和 4 年度に掲げた「能動的学習法の活用」と、

「学生の達成感を高める支援の充実」を継続して進

める。 

【３】各部署における中期目標を達成し、定員充足

率、国家試験合格率及び就職率の向上を図る。 

●以下に示す令和 5 年中期目標の達成に向けて計画

的に活動する。①入学定員充足率（令和 6 年度入学

生）91.% ②中途退学者の低減（期首在籍者の中途

退学率）5.1%以内 ③卒業率 84.6% ④就業支援体

制の充実（12 月末時点の就職内定率）82.5% ⑤コ

マシラバスの作成（鍼灸科・鍼灸マッサージ科

77.8%、柔道整復科 100%） ⑥アクティブラーニン

グの導入科目割合 70% ⑧施術所ベッド稼働率（あ

マ指施術 50%、はき施術 70%） ⑨施術所（ほねつぎ）

患者の確保（1-3人/日） 

左記の重点目標に基づいて、各部署の目標設定を行うとともに、

個々の教職員による目標達成計画の設定と評価を半年毎に行うこ

とによって、重点目標の達成を目指す。 

【１】学校評価及び第三者機関による卒業生・入学生アンケートの

分析結果を活用した学校改善活動を行う。●鍼灸科・鍼灸マッサー

ジ科：学力向上を目的とした読解力強化や基本的事項の暗記を徹底

し、日々の授業や実習を通じて、医療人としての意識を涵養し、質

の高い卒業生を輩出する。●柔道整復科：卒業生・入学生アンケー

トの分析に対する省察と学校の改善活動に対する PDCA サイクルを

効率的に回す。●事務局：学校評価及び卒業生・入学生アンケート

の実施やとりまとめに関する事務を円滑に行うとともに、改善活動

に関する企画、運営及び進捗確認を実施することによって、本業務

の定着に向けた取り組みを行う。 

【２】主体的参加型授業を積極的に取り入れ、学習到達目標の達成

を促す質の高い授業を展開する体制を整える。●鍼灸科・鍼灸マッ

サージ科：主体的参加型授業を適切な時期に組み込むことで、学習

効率を挙げ、質の高い学習に繋げられるよう、日々の指導で適切な

課題を提供する。●柔道整復科：学習到達目標を達成させるための

方略を実施する。●事務局：学外実習や課外実習における事務支援

が円滑に行われるように、分掌業務についての課題を整理し、解決

に向けた目標を示してその実現に向けて計画的に取り組む。 

【３】各部署における中期目標を達成し、定員充足率、国家試験

合格率及び就職率の向上を図る。●鍼灸科・鍼灸マッサージ科：来

校者増加の為の方略（オープンキャンパス・学校説明会・個別説明・

高校訪問など）、学力不振者に対する方略、および就職率向上に対

する方略を具体的に立案・計画し、達成度の評価を加えて実施する。

●柔道整復科：定員充足率、国家試験合格率及び就職率の向上を図

るための達成可能な PDCA サイクルを効率的に回す。●事務局：広

報、入試、就職支援等の事務業務について、各科の活動を支援し、

進捗管理を行いながら、目標に向けた取り組みを行う。 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像 

【大項目総括】 

 理念・目的・育成人材像については、以下の観点から自己評価を実施した結果、概ね適切に対応していた。 

１ 理念・目的・育成人材像は、定められているか 

   ほぼ適切に対応しているが、理念等の浸透度を卒業時に確認したところ、令和３年度に令和４年度の調査においても、引き続き半数

が理解していなかったことを課題としており、第三者機関による卒業生を対象とした調査と分析を本格的に実施して、令和５年度に調

査結果に基づいた対策を講じていくこととした。 

２ 育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材ニーズに適合しているか 

 鍼灸マッサージ科、鍼灸科及び柔道整復科を設置し、教育課程編成委員会等を開催し外部の意見を取り入れながら関連する業界等の

ニーズに適合させられるように努めている。 

３ 理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでいるか 

附設した医療機関や学外の施術所及び医療機関等での臨床実習を実施する等、実践的な教育を積極的に実施して理念等の達成に向け

た取り組みを行っている。 

４ 社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか 

 ほぼ適切に対応しているが、学校の将来像について非常勤講師への周知が不十分だった。事業計画書を配付することによって周知を

図ることとした。 
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【特記事項】 

姉妹校や法人の組織として、法人事務局管轄の東洋医学臨床研究所、教育センター、教員養成科、Kuretake 塾などの施設を設置して

いる他、令和元年度より新たに臨床教育研究センターを設置して、臨床教育の充実を図る取り組みを強化した。 

 

基準２ 学校運営 

【大項目総括】 

 学校運営については、以下の観点から自己評価を実施した結果、概ね適切に対応していた。 

１ 理念等に沿った運営方針を定めているか 

  ほぼ適切に対応している。非常勤講師連絡会の際に、事業計画概要書を配付し、運営方針等を説明することによって周知を

徹底する。 

２ 理念等を達成するための事業計画を定めているか 

  ほぼ適切に対応しているが、予算、事業目標等については、事業計画書に掲載している予算が一部に留まっているため、引

き続き、予算明細書の充実を図ること、事業計画の執行管理については、教務会において重点目標を中心に進捗管理すること

とした。 

３ 運営組織について 

  次の内容について、適切に対応している。 

（１） 設置法人は組織運営を適切に行っているか 
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（２） 学校運営のための組織を整備しているか  

４ 人事・給与に関する制度を整備しているか 

  ほぼ適切に対応している。令和４年度から人事評価制度を本格的に導して、半期ごとに評価を行うとともに、その評価結果

を賞与に反映させた。昇任、昇給の基準については、本人事制度の運用を行いながら制度を設置する。 

５ 意思決定システムを整備しているか 

  意思決定方法を規程等に定めている。 

６ 情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか 

  学籍管理システムを更新し、専任の教職員がアクセス権を管理された中でシステムを利用できる環境を整えた。  

【特記事項】 

  呉竹メディカルクリニックは本校に附設されおり、本校の理念等の達成に欠かせない存在となっている。 

 

基準３ 教育活動 

【大項目総括】 

 教育活動については、以下の観点から自己評価を実施した結果、概ね適切に対応していた。 

１ 目標の設定について 

  次の内容については、概ね適切に対応している。 
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（１） 理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定めているか  

（２） 学科毎に修業年限に応じた教育到達レベルを明確にしているか 

２ 教育方法・評価等について 

（１） 教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか 

   教育課程の編成は適切に行われている。主体的な学びを促すためアクティブラーニングを積極的に取り入れた。 

（２） 教育課程について外部の意見を反映しているか 

   教育課程編成員会を開催する等により適切に対応している。 

（３） キャリア教育を実施しているか 

ほぼ適切に対応している。引き続き、学外臨床実習先をより増やすことを課題としている。 

（４） 授業評価を実施しているか 

ほぼ適切に対応しているが、授業評価結果を授業改善に活用しているか確実に確認することを継続課題としている。 

３ 成績評価・単位認定等について 

  次の内容について、適切に対応している。 

（１） 成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用しているか  

（２） 作品及び技術等の発表における成果を把握しているか 

４ 資格・免許の取得の指導体制について 
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  次の内容について、概ね適切に対応している。 

（１） 目標とする資格・免許は、教育課程上で、明確に位置づけているか 

（２） 資格・免許取得の指導体制はあるか 

    運営方針の国家試験合格率 100％に至っておらず、引き続き、国家試験指導体制等の検討を行う。 

５ 教員・教員組織について 

（１） 資格・要件を備えた教員を確保しているか 

ほぼ適切に対応しているが、教職員の募集や昇格等について、規程を整備することを課題としている。 

（２） 教員の資質向上への取組みを行っているか 

ほぼ適切に対応している。教員の育成方針を明文化すること、関連業界等との連携による教員の研修・研究に参加する教員を増や

すことなどを課題として継続して取り組む。 

（３） 教員の組織体制を整備しているか 

適切に整備している。 

 

 

基準４ 学修成果 

【大項目総括】 

 学習成果については、以下の観点から自己評価を実施した結果、概ね適切に対応していた。 
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１ 就職率の向上が図られているか 

  ほぼ適切に対応しているが、12 月時点の希望者の就職率が目標を下回ったことから、引き続き卒後の支援も含めて目標設定や支援

方法の見直しを課題とした。 

２ 資格・免許取得率の向上が図られているか 

  適切に対応しているが、運営方針の合格率 100％には至っていないため、指導方法の改善等を進めていく。 

３ 卒業生の社会的評価を把握しているか 

臨床実習協力企業等との意見交換会を実施して、卒業生の評価等の情報収集を試みるなどにより、ほぼ適切に対応している。今後

は、学外臨床実習施設等への訪問を実施する等して実態把握に努める。 

 

 

基準５ 学生支援 

【大項目総括】 

学生支援については、以下の観点から自己評価を実施した結果、概ね適切に対応していた。 

１ 就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか 

  ほぼ適切に対応している。就職状況に関する教職員間の共有方法を改善するとともに、9月以降に採用内定を受けていない学生に対

する個別面談等の支援を充実させることを課題としている。 
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２ 退学率の低減が図られているか 

  適切に対応いている。 

３ 学生相談について 

（１） 学生相談に関する体制を整備しているか 

    適切に対応している。 

（２） 留学生に対する相談体制を整備しているか 

留学生は在籍していないため、相談体制は整備していない。 

４ 学生生活について 

次の内容について適切に対応している。課外活動については、感染防止策を講じながら徐々に平常化していくことを課題としている。 

（１） 学生の経済的側面に対する支援体制を整備しているか  

（２） 学生の健康管理を行う体制を整備しているか  

（３） 学生寮の設置など生活環境支援体制を整備しているか  

（４） 課外活動に対する支援体制を整備しているか 

    課外活動の支援体制は整備されているが、コロナ禍による感染対策のため、同好会活動は一部行われたのみであった。 

５ 保護者との連携体制を構築しているか 

  適切に対応している。 
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６ 卒業生・社会人に対する支援ついて 

  卒業生や社会人に対する支援体制は概ね整備されているが、コロナ禍により多く活動において中止や制限などの措置が行われた。 

（１） 卒業生への支援体制を整備しているか 

    適切に対応している。 

（２） 産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・実施に取組んでいるか 

    ほぼ適切に対応している。 

（３） 社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備しているか 

 ほぼ適切に対応しているが、中高年の学生に対する就職支援策についてハローワークとの連携により対応していくことを継続課

題としている。 

【特記事項】 

 就職支援においては、埼玉県産業労働部、埼玉キャリアサポートセンター及びハローワークの協力を得ながら学生指導に当たっている。 

学生支援の一環として、公認心理士を週 1回配置して、心理的な相談に対応している。 

 

 

基準６ 教育環境 

【大項目総括】 

教育環境について、以下の観点から自己評価を実施した結果、概ね適切に対応していた。 
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１ 教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等を整備しているか 

  適切に整備している。 

２ 学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制を整備しているか 

  ほぼ適切に対応しているが、コロナ禍により実習生を受け入れられない施設があったため、病院、介護施設の実習先の拡充を課題と

している。 

３ 防災・安全管理について 

（１） 防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか 

    ほぼ適切に対応しているが、コロナ禍の感染防止対策として教室やロッカーでの密集を防ぐため、一時的に利用方法を変更して

きたが、コロナ後に教室や更衣室のロッカーの固定等について対応することを課題としている。 

（２） 学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか  

概ね適切に対応している。 
 

 

基準７ 学生の募集と受入れ 

【大項目総括】 

学生の募集と受入について、以下の観点から自己評価を実施した結果、ほぼ適切に対応している。 

１ 学生募集活動について 
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（１） 高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取組んでいるか 

（２） 学生募集を適切、かつ、効果的に行っているか  

２ 入学選考について 

（１） 入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか 

（２） 入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用しているか 

    財務の計画数値と応募者数の予測値との整合性を図るため、予算要求資料作成時に応募者数の予測値を加えて所管部署に報告し

た。 

３ 学納金について 

  次の内容については、適切に対応している。 

（１） 経費内容に対応し、学納金を算定しているか  

（２） 入学辞退者に対し、授業料等について、適正な取扱を行っているか 

 

 

基準８ 財務 

【大項目総括】 

財務について、以下の観点から自己評価を実施した結果、概ね適切に対応している。 
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１ 財務基盤について  

  次の内容については、ほぼ適切に対応している。 

（１） 学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定しているか 

（２） 学校及び法人運営に係る主要な財務数値に関する財務分析を行っているか  

２ 予算・収支計画について 

  次の内容については、適切に対応している。 

（１） 教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画を策定しているか 

（２） 予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行っているか 

３ 私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に監査を実施しているか 

  適切に対応している。 

４ 私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか 

  ほぼ適切に対応しているが、学校単体の事業計画の作成に取り組むことを課題としている。 

 

 

基準９ 法令等の遵守 

【大項目総括】 

法令等の遵守について、以下の観点から自己評価を実施した結果、概ね適切に対応していた。 
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１ 法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っているか 

  適切に対応している。 

２ 学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか 

  概ね適切に対応している。 

３ 学校評価について 

次の内容について、概ね適切に対応している。 

（１） 自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか 

（２） 自己評価結果を公表しているか 

（３） 学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行っているか 

（４） 学校関係者評価結果を公表しているか 

４ 教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか 

  適切に対応している。 

 

 

基準１０ 社会貢献・地域貢献 

【大項目総括】 

社会貢献・地域貢献について、以下の観点から自己評価を実施した結果、概ね適切に対応していた。 
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１ 社会貢献・地域貢献 

（１） 学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 

    ほぼ適切に対応しているが、コロナ禍により施設開放や協力行事の中止など、実質的な貢献はできなかったことから、感染対策

を行いながら平常化に向けた取り組みを行うことを課題とした。 

（２） 国際交流に取組んでいるか 

国際交流については、海外研修生の受け入れなどの対応は十分でなく、コロナ禍の収束とともに本校学生の短期留学を実施する

とともに、海外からの研修生の受け入れ態勢について検討することを課題としている。 

２ 学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか  

 ほぼ適切に対応している。感染防止策を徹底しながら徐々に平常化を進めている。 

【特記事項】 

学生が参加したボランティア活動については、課外活動として特待生選考時の評価に加えている。 

 


